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1. 音楽が人の感情に及ぼす影響 

音楽を聴いて気分が変化することは多くの人に生じる

経験であり、調、和声、リズム、音の高さなど様々な音

楽の性質によって異なった気分が生じる（Bruner, 

1990）。1930年から1940年にかけてHevner（1935a, 

1935b, 1936, 1937）やRigg（1937, 1940）によって行

われた音楽の感情的性格についての研究では、様々な感

情的内容を表す形容詞を実験参加者に選択させることに

よって楽曲の感情的印象を検討した。研究の結果、長調

と短調は各々明るく楽しい印象と暗く悲しい印象をもた

らすこと、高い音高は優美な印象を与えるのに対し、低

い音高は悲しい印象を与えること、ゆっくりしたテンポ

は静かで威厳のある印象を与えるのに対し、速いテンポ

は楽しく興奮させるような印象を与えることなどが示さ

れた。また、Thompson & Robitaille（1992）は、5人の

音楽家に「喜び」、「悲しみ」などの感情を意図した楽

曲の作曲を依頼した。その結果、作られた曲には、たと

えば喜びを意図した曲は調性的枠組みを強く守ったリズ

ミカルなものが多く、悲しみを意図した曲はゆっくりし

たテンポで短調のものが多いといった共通性が作曲者間

で見られた。また、このような音楽の感情的性質は聴取

者の感情にも影響を与えることが実験的に確かめられて

いる（森・岩永，2014；高橋他，1999）。 

2. 音楽療法について 

一般的に音楽を鑑賞することで、リラクセーションが

生じたり気分が安定したり、あるいは気分が高まったり

活動性が高まるといった変化が生じることがある（志和・

小川・青山・ルディムナ，2007）。このような音楽の特

性を利用して、音楽を用いて医療的介入を行うことを音

楽療法という。日本音楽療法学会は、音楽療法を「音楽

のもつ生理的、心理的、社会的働きを用いて、心身の障

害の回復、機能の維持改善、生活の質の向上、行動の変

容などに向けて、音楽を意図的、計画的に使用すること」

（一般社団法人日本音楽療法学会，2001）と定義してい

る。音楽療法は身体的、精神的、情緒的に健全な状態に

回復させるためのひとつの治療手段であるとされる（志

和他，2007）。 

 石原・岩井（2008）は、音楽療法には「能動的音楽療

法」と「受動的音楽療法」の2種類があるとし、それら

の特徴を次のように述べている。能動的音楽療法は歌唱・

器楽合奏など音楽を演奏することにより行なわれ、一定

の詞に任意のメロディーをつけて歌ってみるなどの創作

活動による方法もこのカテゴリーに入る。能動的音楽療

法は主として音楽療法の専門家である音楽療法士が行っ

ているもので、欧米では盛んに行なわれている。一方、

受動的音楽療法とは、音楽を聴くことにより情緒・行動

の変容を目的とするもので、音楽鑑賞によるリラクセー

ションもこれに含まれる。音楽の鑑賞を治療契機として

用いる受動的音楽療法はドイツを中心に主として神経症

の治療に用いられているが、最近では日本でも心身症・

神経症の治療手段として薬物など他の治療法と併用され

る傾向にある（石原・岩井，2008）。 

3. 音楽療法がもたらす「癒し」について 

臨床心理学辞典（鶴，1999）によると、リラクセーシ

ョンとは「有害な緊張の低減・解消を指し、多少のスト

レスが加わってもゆとりを持って心身を適切にコントロ

ールすることや、心と体の緊張をできるだけ抜き、ゆっ

たりと弛緩し休息すること」と定義されている。また、

リラクセーションと似た言葉に「癒し」がある。新明解

国語辞典（山田，2005）によると、癒しは「精神的な不

安やいらだちなどをしずめて、平安な気分にさせること」

と定義されている。どちらも「心身をより穏やかな状態

にする」という意味の言葉であると考えられるため、本
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研究では「癒し」を「心身の緊張や不安、いらだちなど

の心理状態を緩和し、より穏やかな気分にさせること」

と定義する。 

聴取型の音楽療法は、音楽の持つ情動喚起作用を利用

して情動の制御を行ったり、リラクセーションを誘導し

たりすることを目的として行われている（伊藤・岩永，

1999）。また村井（1995）は、音楽療法の立場から音楽

と癒しについて考察しており、音楽鑑賞にはイライラし

た感情、緊張状態、憂うつ、不安などの心理状態のとき

に、その心理状態を緩和させる効果があると述べている。

栗野・伊藤（2001）も、音楽聴取前後の感情変化につい

て研究しており、音楽聴取後は抑うつや不安が減ること

を報告している。 

4. 「癒し」をもたらす音楽について 

 松井（2002）は、音楽療法の最も重要なポイントはど

んな音楽を使うかということであり、それをどう取り扱

うかは治療の成果を左右する重要な鍵である、としてい

る。そのため特に聴取型の音楽療法の場合、使用される

音楽そのものの探求は特に重要と考えられるが、先行研

究を見る限り、使用される音楽は研究者の主観で選ばれ

ていることが多い。また上記のように、音楽聴取には「癒

し」をもたらす効果があるといえるが、音楽には音楽的

な特徴（テンポや調、ジャンルなど）が様々にあり、ど

の要素が「癒し」に関係しているのかが定かではない。

そのため、音楽的な要素を統制し、どのような音楽が音

楽療法で使われるのにふさわしいものか、またどのよう

な音楽が「癒し」をもたらすのかということについて解

明する必要がある。 

臨床場面においては聴取時の感情状態と同質の特徴を

持つ音楽がリラクセーション誘導に有効であるという同

質の原理を応用した音楽呈示が行われ、効果を上げてい

ると報告されている（村井，1995）。 

またRohner & Miller（1980）は、状態不安の高い実

験参加者のみに、覚醒的な音楽と鎮静的な音楽を聴かせ、

覚醒的な音楽が主観的状態不安を高め、鎮静的な音楽が

それを低減させる傾向があることを報告した。Biller, Ol-

son, & Breen（1974）によると、この他の研究において

も鎮静的な音楽が不安を低め、リラクセーションを生起

させることが明らかになっているが、鎮静的な音楽とは

具体的にどのような音楽のことを指すのであろうか。

Jacques（2001）は、リラクセーション音楽のモデルタ

イプとして、①際立った特徴がなく、印象的な表現を伴

わず予期せぬ驚きのない曲、②テンポは 1 分間に 45 拍

程度、③1つ 1つの音符が同じアクセントの曲、④音の

高さに変動の少ない曲、⑤強弱が変わらない、⑥音色が

変わらない、⑦呼吸のリズムに同調する緩やかなメロデ

ィー、という7つの特徴を示している。 

また、菅・野村（2005）が「音楽から癒しを得るため

には原曲そのものではなく、テンポの遅い目のバラード

調や早い目のジャズ調などにアレンジ（編曲）されるこ

とが多い」と指摘するように、演奏形態も「癒し」に関

係してくると考えられる。しかし、演奏楽器に関しては、

「癒し」や人の感情にもたらす影響についての研究が過

去に見られない。そのため、使用される楽器の違いによ

って人々が感じる癒しにどのような影響があるのかを検

討する必要があると考えられる。 

5. オルゴール調音楽について 

音楽とリラクセーションの関係についての過去の研究

で用いられている楽曲には、ピアノ曲をCDで流してい

るもの、つまりピアノ調の楽曲であることがほとんどで

ある。ところで、日常的に耳にするヒーリング音楽、特

に病院やデイケア施設等で患者の気持ちを落ち着かせる

目的でBGMとしてかかっている音楽には既成の曲をオ

ルゴール調にアレンジした音楽が多い。病院などの施設

でよく使用されていることは、オルゴール調の音楽にも

ともと不安の高い人々（以下、高不安者）の不安や緊張

を鎮める作用があるためではないかと推察される。オル

ゴールとは、人間の可聴域である20Hz～20000Hzの範

囲外の音、つまり 20Hz 以下の低周波と 20000Hz 以上

の高周波の音を出すことのできる楽器である（佐伯，

2007）。この人間の可聴域を超える低周波と高周波が自

律神経系に働きかけ、人体に様々な影響を及ぼすとされ

ている（佐伯，2007）。近年はオルゴールを使用して心

身共に健康な状態へと導くオルゴール療法の研究もみら

れており（佐伯，2007）、オルゴール音楽による心身の

疾患の緩和効果が期待できると考えられる。 

ところで佐伯（2007）は、CD録音によるオルゴール

調の楽曲は、オルゴール療法に肝心な低周波と高周波の

音域の音が人の可聴域を外れた音として切り捨てられる

ため、オルゴール療法は生のオルゴールの演奏でなけれ

ば効果はみられないとしている。だが、佐伯（2007）は

CD 録音の音響学的特徴を指摘したにすぎず、CD 録音
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で切り捨てられる低周波あるいは高周波がリラクセーシ

ョン効果をもたらすという実証はなされていない。また、

オルゴール調の音楽には、Jacques（2001）がリラクセ

ーション音楽のモデルタイプとしてあげた7つの特徴の

うち、テンポについて言及された項目以外の特徴を兼ね

備えていると考えられる。具体的には、「際立った特徴

がなく、印象的な表現を伴わず予期せぬ驚きのない」、

「1つ 1つの音符が同じアクセント」、「音の高さに変

動の少ない」、「強弱が変わらない」、「音色が変わら

ない」（Jacques, 2001）などは、デジタル音のような音

を出すことができるオルゴール調音楽の音色そのものの

特徴を表している。また、「呼吸のリズムに同調する穏

やかなメロディ」（Jacques, 2001）は、オルゴール調音

楽の音色そのものの特徴ではないが、このような特性を

持つ音楽はオルゴールに編曲されて実際に病院等で流さ

れている曲に多いと考えられる。 

以上のことから、Jacques（2001）のリラクセーショ

ン音楽のモデルタイプの特徴が、概ねオルゴール調に編

曲された音色の特徴と合致していると考えられるため、

オルゴール調に編曲された音色には「癒し」効果がある

のではないかと考えられる。 

 

本研究の目的 

オルゴール調に編曲された音楽の「癒し」効果につい

て検討することを目的とする。予備実験において、研究

に使用する刺激音源を選定する。個人的な経験や嗜好が

影響しない音楽を実験では使用する必要がある（林，

2004）ため、Jacques（2001）のリラクセーション音楽

のモデルタイプを参考に複数の候補曲を作曲し、その後

の研究で用いる曲を選定する。第1研究においては、オ

ルゴール調音楽と非オルゴール調音楽を用い、使用され

る楽器の違いによる「癒し」効果を検討する。第2研究

においては、第1研究で得られた結果をもとに、さらに

その楽曲の「癒し」効果について詳細に検討することを

目的とする。具体的には、その楽曲を聴取することによ

って、高不安者に対しても心身の緊張や不安、いらだち

などの心理状態を緩和し、より穏やかな気分にさせるこ

とができるのかを検証する。 

 

予備実験 

Ⅰ．目的 

本研究で使用する刺激音源を選定することを目的とす

る。 

Ⅱ．方法 

1. 実験協力者 

首都圏国立大学で心理学を専攻する大学生4名、大学

院生1名、臨床心理士の資格を有する大学教員1名の計

6名（男性1名、女性5名）が実験に参加した。 

2. 実験日時 

2017年6月22日に実施した。 

3. 実験場所 

約10名収容可能な大学の研究室を使用した。 

4. 使用用具 

パソコン一台（TOSHIBA、Satellite Radlus L10W-

C）、スピーカー（SANWA SUPPLY、MM-SPL2）、

筆記用具、質問紙を使用した。 

5. 本実験で使用するオリジナル楽曲の作曲について 

 実験で使用する楽曲は、その楽曲に対する実験協力者

の個人的感情が実験結果に影響しないよう、筆者が独自

に作曲したオリジナルの楽曲を使用することとした。作

曲に当たっては、Jacques（2001）のリラクセーション

音楽のモデルタイプを参考にし、全部で 3 曲作曲した。

楽曲は、音楽作成ソフト（Cubase5（Version 5.1.0））

を用いてパソコンに出力した。3 曲とも音の強さを統一

し、音の高さはほぼ均等になるようにした。また、楽曲

はいずれもヘ長調音階、ピアノの音色とし、呼吸のリズ

ムに同調する程度の速度であった。なお、ピアノの音色

を選択した理由は、音楽と癒しにまつわる過去の研究で、

最も頻繁に使われている音色がピアノ（もしくはピアノ

調音楽）でありJacques（2001）もピアノ曲よりモデル

タイプを抽出していること、またピアノの音色は一般の

人々にとって最も聞きなれた、なじみ深いものであると

考えられるからである。楽曲の長さは3曲とも1分前後

であった。 

6. 使用尺度 

3 曲のオリジナル楽曲の中でそれぞれの曲がどの程度

「癒し」をもたらしたかについて、「1．全く癒されない」

から「7．とても癒される」の7件法でそれぞれ回答を求

め、最も得点の平均値が高かった曲、1 曲を本実験の刺

激音源として採用することとした。なお、本研究におけ

る「癒し」の定義を質問紙に明記した。 

7. 実験手続き 
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実験は集団実施形式で行なった。協力者は曲を聴いた

直後に、尺度を用いて曲によってもたらされる「癒し」

を評定した。残る2曲も同様の手続きによって評定した。 

Ⅲ．結果 

 実験協力者6名の回答に不備は見られず、全員を有効

回答者とした。1曲目が5.50点（SD=1.05）、2曲目が

4.83点（SD=0.98）、3曲目が5.67点（SD=0.82）であ

ったため、3曲目の楽曲を本実験で使用することとした。 

 

第1研究 

Ⅰ．目的 

オルゴール調音楽と非オルゴール調音楽を用い、使用

される楽器の違いによる「癒し」効果を検討することを

目的とする。なお、非オルゴール調音楽には、音楽と「癒

し」にまつわる過去の研究で頻繁に使われており、一般

の人々にとって最も聞き慣れた、馴染み深い音色である

と考えられる、ピアノの音色を使用する。また、一般的

にオルゴール調音楽には音高の高いものが多いが、「癒

し」をもたらす音楽の要素として音高の違いを検討した

研究はこれまでにみられない。そのため、オルゴール調

音楽による「癒し」効果を検討するにあたり、それが音

の高さによるものなのか、オルゴール調の音色そのもの

の特性によるものなのか、その要因を検討する必要があ

る。本研究では非オルゴール調音楽において、オルゴー

ル調音楽に合わせて音高の高さを調整したものと、ピア

ノの標準的な高さに調整したものの、音高の違う2種類

の楽曲を用意し、楽曲聴取における「癒し」効果の要因

も同時に検討する。 

Ⅱ．方法 

1. 実験協力者 

首都圏国立大学の大学生・大学院生23名（男性7名、

女性16名、平均年齢20.87歳、SD＝3.00）が実験に参

加した。 

2. 実験日時 

2017年7月15日から7月19日の間の4日間で実施

した。 

3. 実験場所 

約10名収容可能な大学の小講義室を使用した。 

4. 使用用具 

パソコン一台（TOSHIBA、Satellite Radius L10W-

C）、スピーカー（SANWA SUPPLY、MM-SPL2）、

筆記用具、質問紙を使用した。 

5. 刺激音源 

 予備実験により採用された1曲について、ピアノの音

色でメロディラインが標準的な高さである音源（以下、

〈ピアノ低〉）、ピアノの音色でメロディラインが標準

的な高さよりも1オクターブ高い音源（以下、〈ピアノ

高〉）、オルゴールの音色で〈ピアノ高〉と同じ高さの

音源（以下、〈オルゴール〉）の3パターンに編曲した。

音源の作成は、音楽作成ソフト（Cubase5（Version 5.1.0））

を用いてパソコンで行なった。 

〈ピアノ低〉はメロディラインのほとんどの音符がC3

～C4（261.63Hz～523.26Hz）の間に入っている。一方、

〈ピアノ高〉、〈オルゴール〉はメロディラインのほと

んどの音符がC4～C5（523.26Hz～784.89Hz）の間に入

っており、ちょうど〈ピアノ低〉の1オクターブ上の音

色となっている。オルゴールの音色の標準的な高さはC4

～C6（523.36Hz～1046.52Hz）であるため、〈オルゴー

ル〉の刺激音源はオルゴールの音色として使用しても違

和感はないと考えられる。また、異なる楽器であるピア

ノの音源とも比較できるため、実験に使用する音源とし

て妥当なものであると考えられた。 

6. 使用尺度 

本研究における「癒し」の定義である、「心身の緊張

や不安、いらだちなどの心理状態を緩和させる」こと、

および「より穏やかな気分にさせる」ことの両側面を測

定するための項目が含まれていること、本研究の目的で

ある「『癒し』をもたらしたかどうか」を測定するのに

現在の気分の状態を測る尺度が適していると考えられる

ことより、本研究ではSpielberger, Gorsuch, & Lushene

（1970）によって開発された状態―特性不安尺度State-

Trait Anxiety Inventory（以下、STAI）のA-State測定

のための20項目の質問票で、遠山・千葉・末広（1976）

によって日本語翻訳されたものを用いた。A-State は記

入する時点においてそれぞれの項目について自分がどの

程度感じているかを自己評定で回答させるものであり、

得点が高いほど不安を感じていることを示す。回答は「1．

全くない」から「4．はっきりある」の4件法で求めた。 

7. 実験計画 

実験は一要因被験者内計画で行なった。全ての実験協

力者に対し、楽曲聴取前のSTAIの状態不安（以下、ベ

ースライン）と、3 種類の刺激音源それぞれを聴かせた
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後のSTAIの状態不安を測定した。なお、楽曲の提示順

による影響を防ぐため、実験協力者を6パターンに分け、

それぞれのパターンごとに音楽の提示順を変えて実験を

行うことでカウンターバランスをとった（表 1 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 実験手続き 

実験は以下の手順で、基本的には集団実施形式で行な

った（表2参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

まず、実験協力者は実験室に入室した後、隣の人と十

分に間隔をあけて着席した。その後、実験者が質問紙の

配付と倫理的配慮に関する教示を行った。実験協力者は

質問紙の表紙に書かれている個人情報の保護に関する内

容およびデータの管理に関する記述を読み、フェイスシ

ート（年齢・性別）への回答を行った（①）。 

フェイスシートへの回答後、実験協力者は楽曲聴取前

の状態不安についての評定を行うために、STAI の状態

不安尺度の質問紙に回答を記入した（②）。実験協力者

全員の記入が終わり次第、以下の教示を行った。 

「それでは、今から音楽を流します。音楽は約1分間

流れます。同じものを二回流すので、一回目は音楽に耳

を傾けてよく聴いてもらい、二回目は質問紙の項目に答

えながら聴いてください。それでは一回目を流しますの

で、音楽をよく聴いてください。」 

教示が終わった後、すぐに〈音楽1番目〉の一回目を

流し、楽曲が流れ終わり次第、以下の教示を行った。 

「それではもう一度、今と同じものを流すので今の自分

の状態に最もよくあてはまるものに○をしてください。」 

その後、実験協力者は〈音楽1番目〉の二回目を聴き

ながら質問紙への回答を行った（③）。 

〈音楽1番目〉の二回目が流れ終わり、実験協力者全

員の記入が終わったことを確認した後、〈音楽1番目〉

の一回目を流す時と同様の教示をし、〈音楽2番目〉の

一回目を流した。そして一回目が流れ終わると〈音楽 1

番目〉の時と同様に、実験協力者は〈音楽2番目〉の二

回目を聴きながら質問紙への回答を行った（④）。 

以上〈音楽1番目〉、〈音楽2番目〉の手順と同様に、

実験協力者は〈音楽3番目〉についても楽曲の聴取と質

問紙への回答を行った（⑤）回答終了後、実験協力者は

内省報告の記入および音楽経験に関する質問への回答を

行った（⑥）。そして全員の回答が終わり次第、実験協

力者に謝礼を渡し、実験を終了とした。実験全体の所要

時間は一回の実験につき、約15分であった。 

なお、実験では予備実験と同様の機器を用いて楽曲を

流した。音量は、実験協力者にとって実験室内で音楽が

普通に聴けるくらいの音量に調節した。 

Ⅲ．結果 

1. 結果の処理 

 実験協力者 23 名の回答に不備は見られず、全員を有

効回答者とした。STAIの状態不安について、“はっきり

ある”：4点～“全くない”：1点とした。なお、反転項

目は得点を逆転した。ベースラインと3種類の各刺激音

源を聴かせた後のSTAIの状態不安得点のそれぞれの合

計点の平均値を求め、それらを変数として以下の分析を

行った。分析にはR (Version 3.2.5)を用いた。各変数の

記述統計量を表3に示す。 

 

 

 

 

 

 

2. 楽曲聴取前と各音源聴取後のSTAI得点の比較 

STAI の状態不安得点の差について検討するために、

ベースラインと各音源（オルゴール・ピアノ低・ピアノ

高）について、事前比較であるダネット法による検定を

行った。その結果、＜オルゴール＞とベースラインの得

点間に有意な差がみられ、＜オルゴール＞がベースライ

ンよりも１％水準で有意に得点が低かった（t(22)=-3.07, 

 
表 2 実験 1 の流れ 

① 倫理的配慮、データ管理に関する説明、フェイスシートの記入 

② 楽曲聴取前に、STAI の状態不安尺度の質問紙に回答 

③ 〈音楽 1 番目〉を聴き STAI の状態不安尺度の質問紙に回答 

④ 〈音楽 2 番目〉を聴き STAI の状態不安尺度の質問紙に回答 

⑤ 〈音楽 3 番目〉を聴き STAI の状態不安尺度の質問紙に回答 

⑥ 内省報告の記入および音楽経験に関する質問への回答 
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p<.01）。なお、〈ピアノ低〉とベースラインの得点間に

は有意な差はみられなかった（t(22)=-1.67, n.s.）。また、

〈ピアノ高〉とベースラインの得点間にも有意な差はみ

られなかった（t(22)=-1.38, n.s.）。 

3. 楽曲聴取前と各音源聴取後の STAI 得点の変化量の

検討 

実験協力者の状態不安が、各音源を聴いた時にベース

ラインと比べてどの程度変化したか、という楽曲聴取前

と聴取後についての変化量を比較するため、それぞれ

『〈ピアノ低〉－ベースライン』、『〈ピアノ高〉－ベ

ースライン』、『〈オルゴール〉－ベースライン』の差

の得点を算出した。また、それぞれの群の平均値の差に

ついて検討するため、一要因被験者内分散分析を行った。

その結果、各群の状態不安の変化量の主効果が 5%水準

で有意であった（F(2,44)=3.74, p<.05）（表4）。 

 

 

 

 

 

 

 Bonferroni法による多重比較を行ったところ、

『〈オルゴール〉－ベースライン』の得点が『〈ピアノ

高〉－ベースライン』の得点よりも5%水準で有意に低

かった（t(22)=2.71, p<.05）。なお、『〈ピアノ低〉－

ベースライン』と『〈ピアノ高〉－ベースライン』の得

点間には有意な差はみられなかった（t(22)=0.45, 

n.s.）。また『〈ピアノ低〉－ベースライン』と『〈オ

ルゴール〉－ベースライン』の得点間にも有意な差はみ

られなかった（t(22)=1.98, n.s.）。 

Ⅳ．考察 

1. 結果の概略および考察 

ベースラインと各音源聴取後のSTAIの状態不安得点

について検討した結果、〈オルゴール〉とベースライン

の間に統計的に有意な差が見られた。〈オルゴール〉の

方がベースラインよりも得点が低かったことから、オル

ゴール調の音楽を聴くと不安が低減される、すなわち「癒

し」がもたらされる可能性が示唆された。本研究では、

生のオルゴール音とオルゴール調の音色との比較は行え

ていないが、＜オルゴール＞の方がベースラインよりも

得点が低いという結果は、生のオルゴールの音色ではな

くオルゴール調の音色の楽曲を用いても「癒し」効果が

得られる可能性を示している。 

また、実験協力者の状態不安が、各音源を聴いた時に

ベースラインと比べてどの程度変化したか、という楽曲

聴取前と聴取後についての変化量を比較した結果、『〈オ

ルゴール〉－ベースライン』の得点が『〈ピアノ高〉－

ベースライン』の得点よりも有意に低く、〈ピアノ高〉

を聴いた時よりも、同じ音高の〈オルゴール〉を聴いた

時の方がより「癒し」をもたらすということが示唆され

た。本研究では、オルゴールの一般的な音域から外れる

ため＜オルゴール低＞の条件を含めた検討は行なってお

らず、どの音域でもピアノよりもオルゴールの音色が「癒

し」の効果を持つとは結論できない。だが、本実験で楽

曲とした＜オルゴール＞＜ピアノ高＞の音域（C4～C5）

は、ピアノの一般的な音域（A0～C8）に含まれるもので

あり、ピアノ曲として聞いていても不自然さはない。そ

のため、C4～C5 の音域においては、ピアノよりもオル

ゴールの音色の方が「癒し」の効果を持つことが推察さ

れた。C4～C5 の音域で非オルゴール調の音楽として呈

示したピアノの音色よりもオルゴールの音色が「癒し」

をもたらしたのは、オルゴールの音色に特徴的な、共鳴

的な音色によるものと考えられる。ピアノは一音一音が

はっきりと区別されるような音色であるのに対し、オル

ゴールは一音鳴るごとにその音が後に響くような、音符

同士がつながっているような印象を与える音色である。

そのため、Jacques（2001）が示した、リラクセーショ

ン音楽のモデルタイプの、「際立った特徴がない」、「音

の高さに変動が少ない」、「音色が変わらない」といっ

た特徴を、オルゴールの音色に対して実験参加者がより

感じていたのではないかと考えられる。 

2. 第1研究における問題点 

 C4～C5 の音域のオルゴール調の音楽を聴取すること

で、聴取前より不安が低減する可能性と、C4～C5の音域

のピアノよりもオルゴールの音色の方が不安を低減させ

ることが明らかとなったが、本研究には以下に挙げた 2

つの問題点があると考えられる。 

 第1の問題点は、本研究を被験者内計画で行なったこ

とについてである。実験協力者は 15 分間の実験の中で

4 回、同じ尺度に自己評定している。そのため、意識せ

ずとも、前に回答したものと比較して質問紙に回答を行

っている可能性が考えられる。また音楽に関しても、数

表 4 各群の楽曲聴取前と聴取後についての変化量と検定結果 

  
＜オルゴール＞ 

 －ベースライン 

＜ピアノ高＞ 

 －ベースライン 

＜ピアノ低＞  

－ベースライン 
F 検定 

ｎ 23 23 23 F=3.74 

平均値 -6.78 -3.04 -3.7 df=2,44 

SD 9.34 8.76 9.41 p<.05 
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分前に聴いたものと比較して現在の気分についての回答

を行っている可能性が考えられる。カウンターバランス

を取ってはいるものの、純粋に音楽聴取前とそれぞれの

楽曲聴取後の比較にはなっていない可能性が考えられる

点が第1の問題点として挙げられる。 

 第2の問題点は、本研究に用いた尺度についてである。

本研究では「癒し」を「心身の緊張や不安、いらだちな

どの心理状態を緩和し、より穏やかな気分にさせること」

と定義し、STAI の状態不安尺度を用いて音楽聴取にお

ける「癒し」効果の検討を行った。しかし、STAIの状態

不安尺度は「緊張や不安」については測定することがで

きても「いらだち」について測定できるものではない。

「緊張や不安」と「いらだち」は異なった感情状態であ

るため、「いらだち」についてもSTAIの状態不安尺度

とは別の尺度を用いて検討する必要があると考えられる。 

 

第2研究 

Ⅰ．目的 

第1研究で得られた結果、および問題点を踏まえた上

で、第2研究ではさらにその楽曲の「癒し」効果を詳細

に検討することを目的とする。具体的には、高不安者に

対しての、〈オルゴール〉を聴取することによる「癒し」

効果について検討する。 

Ⅱ．方法 

1. 実験協力者 

首都圏国立大学および首都圏私立大学に通う大学生

63名（男性25名、女性38名、平均年齢20.54歳、SD

＝0.98）が実験に参加した。 

2. 実験日時 

 2017年10月31日から12月6日の間の10日間で実

施した。 

3. 実験場所 

約25名収容可能な大学の小講義室を使用した。 

4. 使用用具 

パソコン一台、スピーカー（いずれも第1研究で使用

したものと同様のもの）、筆記用具、質問紙を使用した。 

5. 刺激音源 

 第1研究で最も「癒し」効果があるとされた、オルゴ

ール調の楽曲である〈オルゴール〉を使用した。音源は、

第1研究で使用したものと同様のものであった。 

6. 使用尺度 

第 1 研究で使用したものと同じ、Spielberger et al. 

（1970）によって開発された状態―特性不安尺度（STAI）

の状態不安を測る20項目を用いた。ただし本研究では、

第1研究で使用した尺度よりも日本語訳の意味が伝わり

やすいと考えられる、水口（1991）による日本語版STAI

を使用した。また、「いらだち」（怒り）の測定につい

ては、横山・荒記（1994）によって作成された日本版

POMS（Profile of Mood States）を用いた。日本版POMS

は、感情・気分の状態を評定する尺度であり、全部で 6

つの感情状態を測定することが可能であるが、本研究に

おいてはその中の「怒り－敵意（Anger－Hostility）」に

相当する 12 項目を使用することとした。評定は、それ

ぞれの項目について今の気分にどの程度当てはまるかを

自己評定で回答させるものであり、得点が高いほど、今

現在怒りや敵意を感じていることを示す。回答は「0．全

く当てはまらない」から「4．とても当てはまる」の5件

法で求めた。なお、楽曲聴取前と聴取後でSTAI、POMS

の「怒り－敵意」に相当する12項目（以下、「怒り－敵

意」）ともに同じ尺度を用いて実験協力者に自己評定さ

せるため、楽曲聴取後の回答が、楽曲聴取前の回答の影

響を受ける可能性が考えられる。そのため、楽曲聴取後

のSTAI、「怒り－敵意」の質問紙においては、項目を逆

の順番で提示した。 

7. 実験計画 

すべての実験協力者に対し、楽曲聴取前と聴取後それ

ぞれについて STAI 得点と「怒り－敵意」得点を測定

した。なお、STAI は医学的研究や医療関係の臨床場面

でよく用いられる尺度であることより、本研究では

STAI を群分けに使用した。男性、女性ともに STAI の

状態不安が 42 点以上であった者が臨床的に問題となり

うる高不安であるため（水口，1991）、本研究において

も楽曲聴取前の状態不安が 42 点以上であった者を高不

安者とし、42点未満であった者を低不安者とした。 

8. 実験手続き 

実験は以下の手順で、基本的には集団実施形式で行な

った（表5参照）。なお、実験の流れについては、基本

的に第1研究の実験手続きと同様の手順で行なったため、

詳しい流れの説明は割愛する。実験全体の所要時間は一

回の実験につき、約10分であった。 
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Ⅲ．結果 

1. 結果の処理 

 実験協力者63名の回答に不備は見られず、全員を有

効回答者とした。STAIの得点については、第1研究と

同様の手順で得点化した。POMS の「怒り－敵意」に

ついては全ての項目において、楽曲聴取前も聴取後も

“とても当てはまる”：4点～“全く当てはまらない”：

0点として得点化した。 

有効回答者のうち、楽曲聴取前のSTAI得点が42点

以上であった者25名（男性10名、女性15名）を高不

安群とした。また、清水・今栄（1981）の報告にある平

常時の状態不安得点の中央値が 37 点であることから、

楽曲聴取前のSTAI得点が37点以下の者を低不安者と

した。低不安群は29名（男性11名、女性18名）とな

った。楽曲聴取前、楽曲聴取後それぞれの STAI 得点,

「怒り－敵意」得点についての記述統計量を表 6 に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 両群における楽曲聴取前後のSTAI得点の比較 

STAI得点について、時期（楽曲聴取前・楽曲聴取後）

を被験者内要因、不安の程度（高不安群・低不安群）を

被験者間要因とする 2 要因混合計画分散分析を行った

（表 7）。その結果、時期の主効果、群の主効果がとも

に有意であり、楽曲聴取前に比べて楽曲聴取後の不安が

低く、高不安者に比べて低不安者の不安が低いことが示

された（F (1,52) = 25.08, p<.001）、（F (1,52) = 74.73, 

p<.001）。 

また、時期と群の交互作用が有意であった（F (1,52) = 

10.91, p<.01）。そこで単純効果の検定を行ったところ、

高不安群では、楽曲聴取後の方が楽曲聴取前よりも有意

に得点が低いものの (p<.001)、低不安群では、時期によ

る得点の差がみられないという交互作用が認められた。 

 

 

 

 

 

 

3. 両群における楽曲聴取前後の「怒り‐敵意」得点の比

較 

「怒り‐敵意」得点について、時期（楽曲聴取前・楽

曲聴取後）を被験者内要因、不安の程度（高不安群・低

不安群）を被験者間要因とする2要因混合計画分散分析

を行った（表8）。その結果、時期の主効果（F (1,52) = 

16.80, p<.001）、群の主効果が有意であり（F (1,52) = 

5.02, p<.05）、楽曲聴取前に比べて楽曲聴取後の「怒り

‐敵意」が低く、高不安群に比べて低不安群の「怒り‐

敵意」が低いことが示された。 

なお、時期と群の交互作用に統計的な有意差は見られ

なかった（F (1,52) = 1.45, n.s.）。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．考察 

 群分けに用いたSTAI得点で統計的に有意な差が確認

されたとともに、「怒り-敵意」得点も高不安群の方が低

不安群よりも有意に得点が高かった。これらのことから、

高不安群は低不安群に比べ不安や緊張、いらだちが高い

ことが確認された。 

 楽曲聴取前後について比較すると、STAI、「怒り‐敵

意」ともに楽曲聴取前に比較して楽曲聴取後の得点が低

下したが、特にSTAI得点は、高不安群において楽曲聴

取前に比較して楽曲聴取後の得点が低かった。 

 以上のことから、オルゴール調音楽の楽曲聴取は、「怒

 

 

表 6 楽曲聴取前後の STAI 得点と「怒り‐敵意」得点 

 STAI 「怒り－敵意」 

 高不安 

（n=25） 

低不安 

（n=29） 

高不安 

（n=25） 

低不安 

（n=29） 

聴取前 
平均値 46.80 32.45 5.36 2.28 

SD 4.45 4.50 6.57 4.61 

聴取後 
平均値 38.56 30.76 2.20 0.55 

SD 7.08 7.11 3.89 1.43 

表 8 「怒り－敵意」の 2 要因分散分析 

  SS df MS 検定 

不安の程度 150.34 1 150.34  F=5.02,  p<.05 

楽曲聴取の有無 160.14 1 160.14 F=16.80,  p<.001 

交互作用 13.84 1 13.84 F=1.45,  n.s. 

残差 495.58 52   9.53     

 

表 5 実験 2 の流れ 

 ① 倫理的配慮やデータの管理に関する説明 

② 楽曲聴取前に STAI と「怒り－敵意」の質問紙

に回答 

③ 約 1 分間の楽曲聴取 

④ STAI と「怒り－敵意」の質問紙に回答 

⑤ 内省報告の記入、音楽経験に関する質問とフェ

イスシートへの回答 

表 7 STAI の 2 要因分散分析 

  SS df MS 検定 

不安の程度 3294.45 1 3294.45 F=74.73,  p<.001 

楽曲聴取の有無 661.89 1 661.89 F=25.08,  p<.001 

交互作用 288.03 1 288.03 F=10.91,  p<.01 

残差 1372.38 52 26.39    
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り‐敵意」の低下と、高不安者の抑うつの低下に効果が

あることが明らかとなった。 

 

 総合考察 

1. 本研究の結論 

本研究の目的は、オルゴール調に編曲された音楽の「癒

し」効果について検討することであった。 

本研究の結果より、C4～C5 の音域のオルゴール調の

音色の楽曲を聴取することによっても不安や緊張、いら

だちを緩和させる効果があることが示唆され、本研究で

は音域が限定されているものの、オルゴール調音楽に特

有の音色によりもたらされるものである可能性があるこ

とが推察された。 

また、不安や緊張に関してはその効果が普段から高い

不安を感じている人々に対して発揮され、いらだちに関

しては不安の高低に関わらずその効果が発揮されること

が明らかとなった。高不安の人は低不安の人と比べ、初

めて遭遇する場面などでより不安や緊張を感じやすく、

実験室などの場面でもそれは同じであるといえる。実験

室に入室した直後に、高不安群は低不安群よりも高い不

安・緊張を感じていたため、音楽聴取により不安低減の

効果が顕著に表れたのではないかと考えられる。また、

いらだちは不安・緊張とは異なった感情状態であるため、

不安の高低とは関係なくその効果を発揮したと考えられ

る。音楽聴取は一時的に高くなっている不安や緊張を軽

減する効果がある一方すべてを除去することはできない

が、いらだちについてはほぼなくなるまで除去する効果

があった。 

なお、診察待合室などの臨床場面を考えると、不安・

緊張が高い人が多いと想定できる（陶・羽生，2012）が、

音楽聴取によりその不安緊張を軽減する効果があるとい

える。このことは音楽聴取が臨床心理学的な観点から見

て有効な手立てとなることを示唆しているといえよう。

具体的には、検査結果を聞く前や初診の前など、不安を

感じやすい場面に遭遇する病院の患者などに対して、病

院の待合室などで音楽を聴かせることが有効となりうる

のではないかと考えられる。またこれらの知見は、聴取

型音楽療法においてより効果的な使用楽曲を選択する際

の一助となることだろう。 

2. 本研究における問題点と今後の展望 

本研究における問題点として、まず自己評定式の尺度 

のみで実験協力者の感情状態を測定したことが挙げられ

る。自己評定式の質問紙であると、実験協力者は意識せ

ずとも前に回答したものと比較して質問紙に回答してし

まっている可能性が十分にあると考えられる。また、質

問紙による回答のみを用いて測定する方法であると、不

安や緊張やいらだちを感じているかどうかは本人の意識

レベルでしか測定することができず、質問紙に回答した

感情状態と実際の感情状態に差異が生じている可能性も

考えられる。今後は、身体的な反応から不安や緊張やい

らだちを測定できるような方法、例えば心拍数や血圧、

脳波などの生理的指標を用いて測定することによって、

人々の感情状態をより正確に緻密に測定する必要性があ

ると考えられる。 

また、実験環境がもたらす実験協力者の感情状態につ

いて十分に考慮していなかったことも問題点として挙げ

られる。時間が経つにつれ、ただ単純にその場に慣れて

不安や緊張やいらだちが緩和されたという可能性もあり、

実験室という特異な環境下でたったの数分間音楽を聴い

ただけでは、楽曲聴取が人々の感情状態に与える影響を

正しく測定することに結びつかないということも考えら

れる。今後は、実験操作により実験協力者の感情状態を

統制した上で実験を行う、音楽聴取をしないで音楽聴取

をする群と同じだけ目を閉じて座っている統制群を用意

するなどし、音楽聴取によって得られる感情状態をより

明確にするための実験方法の工夫が必要であると推察さ

れる。 

（注1）なお本研究は、横浜国立大学において、人を対象とする研

究利益相反マネジメント専門委員会及び人を対象とする非医学系

研究倫理専門委員会の審査を受け承認されている。 

（注 2）本研究は、平成 29年度横浜国立大学教育学研究科に修士

論文「オルゴール調音楽による「癒し」効果の検討」として提出さ

れた研究を修正したものである。また論文の一部は、日本心理臨床

学会第37回大会にて発表したものである。 
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